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第
七
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
七
十
七
条
の
二

急
迫
の
場
合
等
に
お
い
て
資
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、保
護
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き（
徴

収
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
き
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
を
除
く
。）は
、
保
護
に
要
す
る
費
用
を

支
弁
し
た
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
長
は
、
第
六
十
三
条
の
保
護
の
実
施
機
関
の
定
め
る
額
の
全
部
又
は
一
部
を

そ
の
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
国
税
徴
収
の
例
に
よ
り
徴

収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
八
条
第
三
項
中
「
に
よ
り
就
労
自
立
給
付
金
」
の
下
に
「
若
し
く
は
進
学
準
備
給
付
金
」
を
、「
就
労
自
立

給
付
金
費
」
の
下
に
「
又
は
進
学
準
備
給
付
金
費
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
五
条
の
五
中
「
支
給
機
関
」
を
「
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
就
労
自
立
給
付
金
を
支
給
す

る
者
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
進
学
準
備
給
付
金
を
支
給
す
る
者
（
第
六
十
九
条
に
お
い
て
「
支
給
機
関
」

と
い
う
。）」
に
改
め
、「
就
労
自
立
給
付
金
」
の
下
に
「
若
し
く
は
進
学
準
備
給
付
金
」
を
加
え
、「
者
の
雇
主
」を「
者

に
係
る
雇
主
若
し
く
は
特
定
教
育
訓
練
施
設
の
長
」
に
改
め
、
第
八
章
中
同
条
を
第
五
十
五
条
の
六
と
し
、
第
五
十

五
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
）

第
五
十
五
条
の
五

都
道
府
県
知
事
、
市
長
及
び
福
祉
事
務
所
を
管
理
す
る
町
村
長
は
、
そ
の
管
理
に
属
す
る
福
祉

事
務
所
の
所
管
区
域
内
に
居
住
地
を
有
す
る
（
居
住
地
が
な
い
か
、
又
は
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
当
該
所
管
区
域

内
に
あ
る
）
被
保
護
者
（
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
そ
の
他
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
限
る
。）で
あ
つ
て
教
育
訓
練
施
設
の
う
ち
教
育
訓
練
の
内
容
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
（
次
条
に
お
い
て
「
特
定
教
育
訓
練
施
設
」
と
い
う
。）に
確
実
に
入
学
す
る
と

見
込
ま
れ
る
も
の
に
対
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
進
学
準
備
給
付
金
を
支
給
す
る
。

２

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
七
条
中
「
保
護
金
品
」
の
下
に
「
及
び
進
学
準
備
給
付
金
」
を
加
え
る
。

第
五
十
八
条
中
「
保
護
金
品
」
の
下
に
「
及
び
進
学
準
備
給
付
金
」
を
加
え
、「
こ
れ
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
、「
差
し

押
え
ら
れ
る
」
を
「
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
中
「
就
労
自
立
給
付
金
」
の
下
に
「
若
し
く
は
進
学
準
備
給
付
金
」
を
加
え
る
。

第
六
十
四
条
中
「
第
五
十
五
条
の
四
第
二
項
」
の
下
に「（
第
五
十
五
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
第
六
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
、「
就
労
自
立
給
付
金
」
の
下
に
「
又
は
進
学
準
備
給
付
金
」
を

加
え
る
。

第
六
十
五
条
第
一
項
及
び
第
六
十
六
条
第
一
項
中
「
就
労
自
立
給
付
金
」
の
下
に「
若
し
く
は
進
学
準
備
給
付
金
」

を
加
え
る
。

第
七
十
条
第
五
号
中
「
含
む
。）」
の
下
に
「
及
び
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
進
学
準
備
給
付

金
の
支
給
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
五
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
て
行
う
も
の

を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
条
第
六
号
中
「
第
五
十
五
条
の
六
」
を
「
第
五
十
五
条
の
七
」
に
改
め
る
。

第
七
十
一
条
第
五
号
中
「
含
む
。）」
の
下
に
「
及
び
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
進
学
準
備
給

付
金
の
支
給
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
五
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
を
受
け
て
行
う
も

の
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
条
第
六
号
中
「
第
五
十
五
条
の
六
」
を
「
第
五
十
五
条
の
七
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
第
三
号
中
「
同
じ
。）」
の
下
に
「
及
び
進
学
準
備
給
付
金
費
（
進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る

費
用
を
い
う
。
次
号
、
第
七
十
五
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
七
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条

第
四
号
中
「
就
労
自
立
給
付
金
費
」
の
下
に
「
及
び
進
学
準
備
給
付
金
費
」
を
加
え
る
。

第
七
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
就
労
自
立
給
付
金
費
」
の
下
に
「
及
び
進
学
準
備
給
付
金
費
」
を
加
え
る
。

第
七
十
六
条
の
三
中
「
就
労
自
立
給
付
金
」
の
下
に
「
又
は
進
学
準
備
給
付
金
」
を
加
え
る
。

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
い
う
。

一

生
活
困
窮
者
で
あ
る
子
ど
も
に
対
し
、
学
習
の
援
助
を
行
う
事
業

二

生
活
困
窮
者
で
あ
る
子
ど
も
及
び
当
該
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
し
、
当
該
子
ど
も
の
生
活
習
慣
及
び
育
成
環

境
の
改
善
に
関
す
る
助
言
を
行
う
事
業
（
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

三

生
活
困
窮
者
で
あ
る
子
ど
も
の
進
路
選
択
そ
の
他
の
教
育
及
び
就
労
に
関
す
る
問
題
に
つ
き
、
当
該
子
ど
も

及
び
当
該
子
ど
も
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
し
、
並
び
に
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
を
行
う
事
業
（
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

第
四
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
項
中
「
生
活
困
窮
者
で
あ
る
子
ど
も
に
対
し
学
習
の
援
助
を
行
う
事
業
」を「
子

ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業

第
十
二
条
第
四
号
及
び
第
十
三
条
第
四
号
中
「
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
を
「
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事

業
及
び
同
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
生
活
困
窮
者
一
時
生
活
支
援
事
業
」
の
下
に「（
第
三
条
第
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業

に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

二

次
に
掲
げ
る
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
、
訪
問
に
よ
る
必
要
な
情
報

の
提
供
及
び
助
言
そ
の
他
の
現
在
の
住
居
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
便
宜
と
し
て
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
便
宜
を
供
与
す
る
事
業
（
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

イ

前
号
に
掲
げ
る
事
業
を
利
用
し
て
い
た
生
活
困
窮
者
で
あ
っ
て
、
現
に
一
定
の
住
居
を
有
す
る
も
の

ロ

現
在
の
住
居
を
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
生
活
困
窮
者
で
あ
っ
て
、
地
域
社
会
か
ら
孤
立
し
て
い
る
も
の

（
生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
就
労
自
立
給
付
金
（
第
五
十
五
条
の
四
・
第
五
十
五
条
の
五
）」を
「
就
労
自
立
給
付
金
及
び
進
学
準
備

給
付
金
（
第
五
十
五
条
の
四

第
五
十
五
条
の
六
）」に
、「
第
五
十
五
条
の
六
」
を
「
第
五
十
五
条
の
七
」に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
三
項
中
「
対
す
る
」
の
下
に
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
」
を
加
え
、「（
施
設
介
護
（
第
十
五
条
の
二
第

四
項
に
規
定
す
る
施
設
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
限
る
。）を
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二

十
七
項
に
規
定
す
る
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を「
を
当
該
各
号
に
定
め
る
者
若
し
く
は
施
設
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

居
宅
介
護
（
第
十
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）（
特
定
施
設
入
居
者
生

活
介
護
（
同
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
い
う
。）に
限
る
。）
居
宅
介
護
を
行
う
者

二

施
設
介
護
（
第
十
五
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
施
設
介
護
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
介
護
老
人
福
祉
施
設

（
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
七
項
に
規
定
す
る
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

三

介
護
予
防
（
第
十
五
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）（
介
護
予
防
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
（
同
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
い
う
。）に
限
る
。）
介
護
予

防
を
行
う
者

第
二
十
七
条
の
二
中
「
第
五
十
五
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
五
十
五
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
三
項
中
「
被
保
護
者
に
対
し
、
可
能
な
限
り
後
発
医
薬
品
の
使
用
を
促
す
こ
と
に
よ
り
そ
の
給
付

を
行
う
よ
う
努
め
る
」
を
「
原
則
と
し
て
、
後
発
医
薬
品
に
よ
り
そ
の
給
付
を
行
う
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
中「（
第
十
五
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
を
い
う
。以
下
同
じ
。）」及
び「（
同

条
第
五
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
り
、「
同
条
第
七
項
」
を「
第
十
五
条
の
二
第
七
項
」

に
改
め
る
。

第
九
章
中
第
五
十
五
条
の
六
を
第
五
十
五
条
の
七
と
す
る
。

第
八
章
の
章
名
中
「
就
労
自
立
給
付
金
」
の
下
に
「
及
び
進
学
準
備
給
付
金
」
を
加
え
る
。

第
五
十
五
条
の
四
第
二
項
中「（
以
下
「
支
給
機
関
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
支
給
機
関
は
」
を

「
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
就
労
自
立
給
付
金
を
支
給
す
る
者
は
」
に
、「
他
の
支
給
機
関
」
を
「
他
の
就
労
自
立
給
付

金
を
支
給
す
る
者
」
に
改
め
る
。
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